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蛋白研受入担当教員名 藤原 敏道 
SAIL (Stereo-Array Isotope Labeling) 法の蛋白質固体 NMR 応用に向け、同位体標識アミノ酸の代謝拡散や

同位体希釈をより高度に抑制した SAIL 蛋白質の試料調製法の確立が望まれる。この目的で、個別に発

現・精製した大腸菌蛋白質合成系因子のみからなる ”PURE SYSTEM”（東京大学上田教授より恵与）、及

び大腸菌の無細胞抽出液による cell-free 発現系を比較検討した。その結果、固体 NMR 研究手法の開発モ

デル蛋白質として採用した GB1 の発現に関しては、両手法ともに可能であることが確認された。本年度

は、大腸菌 cell free 系により発現条件の検討を行い、非標識体アミノ酸から構成される GB1 の微結晶試

料の作成、及び高速 MAS NMR 測定を行った。本プロトコルを用いて SAIL GB1 を調製し、同位体標識

率と位置・立体選択性に着目し、固体 NMR 試料としての品質評価を行う予定である。 
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